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の店は中国人客が多く、中間は日本人客が利用。台洵には、すし、とんか 型店がある。すしロールが
つなどの日系のチェーン店が故多く逃出。クイアヽンコクでは、日本食店が多 人次tで、中身はマグロのほ
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すし取人鳳戸正凝さん 「まな板や手を滞潔に保つな ど、ヽ本を現
につけた刈理人を71てるため、世・■中で謙習会をドに てtる 」

欧州         ロンア

英国では英国人経営の回 モスクワでは政百の日本
転ずしチェーンが近年増加. 料理店のうち、日本人料
浦酒が注目され、llIツ ムリエ 理人がいるのは10店程

1鰈
米国はカリフォルニアロールの発祥地で、
一般に定着。吟醸酒などが好まれ始め、日
本料理のメニューが高級化、多椒化

中日米

かアボカド IP.肉、牛肉など

アールな日本食
を超えて世界のスタンダー ドに

か
ら
だ
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魔
病
や
が
ん
は
、
内
食
中
心
の
食

「
日
本
企
は

ヘ
ル
シ
ー
だ
」
と
　
生
活
が
原
因
」
と
い
う
報
告
が
き

の
イ
メ
ー
ジ
が
定
番
し
た
の
は
、
　

っ
か
け
だ
と
さ
れ
る
。
米
政
府
の

米
国
で
Ｔ
年
に
発
表
さ
れ
た

「心
　
０５
年
版
食
生
活
指
針
も
、

カ
ロ
リ

ヘ
ル
シ
ー
志
向
の
流
れ
に
乗
る

スコーフー ド協会 (ィ

^リ
ア)幹宙

`ジ

ャコモ・モ ヨー リさん 「世
界の一流 iフ エフは El本独特のうまみを料理のヒン くにしつつ p・tら 」

日
本
の
食
文
化
は
、
世
界
に
勝

る
知
的
財
た
だ
。
海
外
で
も
高
く

評
価
さ
れ
る
ア
ニ
メ
や
迎
山
な
ど

日
本
の
支
杞
一を

「ク
ー
ル

（
か

っ

こ
い
い
）
ジ
ャ
バ
ン
」
と
呼
ぶ
こ

と
が
あ
る
が
、
日
本
料
理
は
、
そ

の
先
兵
だ
。

米

ニ
ュ
ー

コ
ー
ク
に
０７
年
９

月
、

「東
京
バ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。
天
丼
や
ｍ
に
浬
画
が
描
か

れ
、
店
内
に
は
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
も

流
れ
る
。

メ
ニ
ュ
ー
は
オ
ム
ラ
イ

日
本
�
迦
や
和
の
食
材
が
、
世
界
の
食
車
に
急
速
に
漫
避
し
て
い

る
。
欧
米
か
ら
火
が
つ
い
た

「
日
本
食
プ
ー
ム
」
は
、
経
済
成
長
と

と
も
に
撻
肛
な
向
を
強
め
る
ア
ジ
ア
や

ロ
シ
ア
、
中
史
な
ど
の
宙
裕

用
に
も
波
及
っ
低
脂
肪
、
低
カ
ロ
リ
ー
の
食
生
活
を
求
め
る
世
界
の

Ｗ
賀
が
、
ヘ
ル
シ
ー
な
イ
メ
ー
ジ
の
日
本
料
理
を
フ
ラ
ン
ス
料
理
や

中
「
料
理
な
ど
と
同
じ
よ
う
に

「
Ａ
の
グ

ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
に
押
し
上
げ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
］
野
園
子
）

ス
や
明
太
子
の
バ
ス
タ
　
　
。
日

本
の

「洋
食
」
も
、
和
食
が
か
な

り
浸
透
し
た
米
国
で
は
ク
ー
ル
な

「
日
本
食
」
だ
。

農
林
水
産
省
の
糀
計
で
は
、
海

外
に
展
開
す
る

「日
本
食
レ
ス
ト

ラ
ン
」
は
２
万
店
を
超
え
る
Ｈ
イ

ラ
ス
ト
中
央
。
約
１
万
店
が
営
業

す
る
北
米
で
は
、
和
を
ベ
ー
ス
に

し
た
高
級
創
作
料
理
か
ら
、
と
ん

か
つ
、
た
こ
焼
き
ま
で
多
彩
な
日

本
食
が
提
供
さ
れ
、
プ
ー
ム
を
超

l_r。 審は1まとんどロシア人

・ド σ ご

叩   ブ
/

A  l

日
本
食
が
引

っ
張
り
だ
こ
に
な

っ
た
の
は
、
欧
米
を
先
頭
に
し
た

健
康
志
向
の
潮
流
が
各
国

・
地
域

の
痛
裕
肘
な
ど
に
広
が

っ
て
き
た

2∞S.I.5幸丹日新 弱 LAc

ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
も
お
好
き

跛
両
字
弾
翻
訳
者
の
戸
四
奈
　
し
が
大
好
き
。
で
も
コ
ー
ラ
で
　
は
ま
る
人
も
多
い
と
い
う
。
戸

淋
子
さ
ん
に
よ
る
と
、

「
ハ
リ
　
す
し
と
い
う
人
も
い
る
」
。
す
　
田
さ
ん
が
特
に
日
本
食
逝
だ
と

ウ
ッ
ド
の
人
た
ち
は
み
な
、
す
　
し
の
次
に
そ
ば
や
う
ど
ん
に
、
　

感
じ
る
の
は
リ
チ
ャ
ー
ド

・
ギ

戸
田
森
浄
子
さ
ん
が
田
る

日‐零
日
珊
肝
Ｎ
腸

モはもヽ気(耳

^I

え
て
生
活
に
と
け
込
ん
で
い
る
。

日
本
製
品
は
貿
易
朧
擦
を
起
こ

し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
藤
天
桜
や

隈
画
会
社
を
日
本
企
業
が
買
収
す

る
と
米
国
人
の
反
発
を
招
い
た

が
、
日
本
の
食
文
化
に
ア
レ
ル
ギ

ー
は
な
い
よ
う
だ
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
内
外
に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
テ

ャ
ン
ス
も
生
み
出
し
て
い
る
。

清
洒
や
し
ょ
う
ゆ
な
ど
日
本
企

材
は
、
少
子
高
齢
化

で
日
内
油
賀

且
が
碁
ち
込
ん
で
い
る
が
、
輸
出

Щ
は
逆
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。

‐
ナニ
上
「

ョ
ー
ク
で
日
本
型
食
器

や
厨
房
器
具
な
ど
を
販
売

す
る

「
光
琳
」
社
長
の
川
野
作
紬
さ
ん

（５４
）は
高
年
に
渡
米
。
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
で
働
き
な
が
ら
た
め
た

２
千
ド

ル
空

死
手
に
、

８２
年
に
起
琉

し
た
。
包
丁
や
す
し
製
造

ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
も
取
り
扱
い
、
現
在
の
年

商
は
１２
億
円
と
い
う
。

日
本
で
生
ま
れ
育

っ
た
剥
倫
３

世

ハ
リ
ー

・
チ

ェ
ン
さ
ん

（
都
）

は
、
経
済
成
長
が
新
し
い
イ
ン
ド

に
目
を
つ
け
た
。

０７
年
９
月
、
ム

ン
バ
イ
に
会
社
を
設
立
し
て
日
本

食
材
や
胡
昧
料
を
死
る
。
密
裕
爛

向
け
の
料
理
救
室
も
開
き
、
日
本

食
材
の
鰭
製
開
拓
に
努
め
る
。

海
外
の
日
本
企
庄
葉
を
支
え
る

人
材
も

「輸
出
」
さ
れ
る
ゃ
す
し

を
に
ぎ
れ
る
和
食
の
料
理
人
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

「
東
京
す
し

ア
カ
デ
ミ
ー
」

（
東
京
都
壁
駒
区
）
は
、
８
迎
問

の
離
習

で
す
し
峨
人
を
提
成
す

る
。
Ｗ
耐
料
は
４３
万
５
０
０
円
。

陀
革
に
開
泌
し
、
こ
れ
ま
で
約
５

０
０
人
が
修
了
。
約
３
０
０
人
が

海
外

へ
向
か

っ
た
。
本
田
浩
晃
さ

ん
（３２
）も
ヽ
そ
の
ひ
と
り
，
Ｉ
Ｔ

関
連
企
業
に
勤
め
て
い
た
が
、
近

く
ド
イ
ツ
の
す
し
店
に
赴
く
。
フ

〓７
シ
ス
人
の
マ
リ
ニ
ャ
ッ
ク

・
ブ

ノ
ワ
さ
ん
（
４７
）
も
飩
年
中
に
、
パ

リ
で
す
し
店
を
開
く
予
定
だ
。

ロ
ン
ド
ン
で
日
本
料
理
に
関
す

る
骨
籍
を
出
版
す
る
会
社
の
丸
茂

和
輝
社
長
（５８
）
は

「英
国
で
０１
年

に
１
０
０
店
程
度
だ

っ
た
日
本
全

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
６
倍
以
上
に
な

っ
た
」
と
活
す
。
日
本
の
食
材
と

メ
ー
カ
ー
約
１
０
０
性
を
紹
介
し

た
本
を
作
り
、
現
地
で
開
か
れ
る

食
の
見
本
市
で
無
料
配
布
し
て
い

る
。
地
元
資
本
の
回
ほ
ず
し
店
が

チ
ェ

，
ラ
展
開
す
る
な
ど
、
日
本

食
産
業
は
各
国

。
地
域
の
様
肝
活

性
化
に
も

一
役
買

っ
て
い
る
。

割
引
訂
引
‐ヨ

ア
ジ
ア
や
中
束
で
も
日
本
料
理

は
ク
ー
ル
で
ト
レ
ン
デ
ィ
ー
だ
。

総
合
研
究
大
学
院
大
学

（神
奈

川
は
本
山
町
）
で
文
化
人
類
学
を

研
究
す
る
院
生
た
ち
が
”
年
、

「世
味
を
食
べ
る
日
本
、
日
本
を

五
べ
る
世
界
」
を
ウ

ェ
ブ
上
で
発

表
し
た
。
そ
の
後
も
削
董
を
税
け

る
阿
良
田
膠
塁
子
さ
ん
（
■１
）
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
エ
ビ
フ
ラ
イ
の

巻
き
ず
し
日
イ
ラ
ス
ト
中
央
の
写

真
Ｈ
を
見
た
。

中
旧
の
医
州
な
ど
で
暮
ら
し
た

長
沼
さ
や
か
さ
ん
（３．
）
は
、
中
国

人
に
サ
ー
モ
ン
の
刺
し
身
＝
同
＝

を
０
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
回
転
ず

し
店
で
は
、
繰
な
ど
派
手
な
色
に

奥
め
ら
れ
た
魚
卵
を
使

っ
た
太
巷

き
や
軍
艦
巻
き
が
回

っ
て
い
る
と

ビ
よ
り
手
い
の
に
、
辛
さ
に
耐
え

て
い
る
こ
と
が
ト
レ
ン
デ
ィ
ー
ら

し
い
」
と
長
沼
さ
ん
は
皓
す
。

錦
田
軽
子
さ
ん
（３０
）
は
ィ
ス
ラ

エ
ル
の
い
な
り
軍
艦
Ｈ
同
Ｈ
を
カ

メ
ラ
に
収
め
た
。

「
テ
ル
ア
ビ
ブ

に
あ
る
店
で
食
べ
た
、
衣
に
甘
半

い
た
れ
を
染
み
込
ま
せ
た
揚
げ
む

き
ず
し
が
お
い
し
か

っ
た
」
。
レ

バ
ノ
ン
は
中
和
料
型
店
よ
り
日
本

ラ
イ
メ
ン
の
ス
ー
プ
に
、
砂
粘
や

鮮
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
入
れ
て
Ａ
べ

る
人
を
よ
く
見
か
け
た
と
い
う
。

ベ
ト
ナ
ム
に
い
た
佐
瀬
ま
り
子
さ

ん
（詑
）
は

「
ハ
ノ
イ
の
ホ
テ
ル
に

あ
る
日
本
査
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
以

前
は
日
本
人
が
被
待
に
使

っ
て
い

た
の
に
、
今
は
ベ
ト
ナ
ム
人
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
で
い

っ
ば
い
」
。

コ
ン
ビ
ニ
大
手
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

し
、
広
川
で
は

カ
レ
ー
味
の
お

で
ん
が
人
式
を

架
め
て
い
る
。

与
イ
の
お
で
ん
は
、
現
地
の
魚

倍
ナ
ン
プ
ラ
ー
や
カ
ツ
オ
節
を
使

っ
た
ス
ー
フ
と
、
独
特
の
礎
味
と

辛
さ
が
特
徴
の

「ト
ム
ヤ
ム
味
」

ス
ー
プ
の
２
租
。
串
に
刺
し
た
、

な
る
と
や
、
カ
ニ
か
ま
ば
こ
な
ど

を
販
売
し
て
い
ろ
。

◆

「
ゴ
ー
ン
道
既
」
と

「
三

）

↓
（・〓
一３

一
は
休
み
ま
し
た
。

日
本
と
ブ
ー
ム
の
起
源
の

一

つ
は
、
米
国
の
歌
手
や
ハ
リ
ウ

ッ
ド
俳
座
な
ど
の
著
名
人
が
、

す
し
を
食
べ
出
し
た
こ
と
に
あ

る
。
飢
～
∽
年
に
米
国
で
業
界

紙

「
フ
ー
ド
業
界
情
報
Ｕ
Ｓ

も
大
き
い
と
思
う
」
と
話
す
ぅ

―
を
型
え
て
穀
類
を
多
く
食
べ
、

脂
崩
は
魚
や
植
物
性
油
か
ら
と
る

よ
う
鋤
め
る
。
こ
飯
と
み
そ
汁

に
、
焼
き
魚
や
煮
物
な
ど
を
食
べ

て
き
た
日
本
型
童
生
活
に
お
郎
付

き
を
与
え
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

海
外

の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン

は
、
も
と
も
と
は
日
本
人
を
向
け

だ

っ
た
。
そ
れ
が
、
約
年
代
後
半

に
米
西
海
μ
で
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア

ロ
ー
ル
が
生
ま
れ
る
と
、
耐
客
贈

が

一
気
に
広
が

っ
た
。
カ
リ
フ
オ

ル
ニ
ア
ロ
ー
ル
は
、
カ
ニ
か
ま
ば

こ
や
ア
ボ
カ
ド
の
番
き
ず
し
で
、

生
魚
を
破
逮
す
る
米
国
人
に
も
抵

抗
無
く
食
べ
ら
れ
る
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

（
す
し
）
だ
。
黙
撫
料
型
人
で
な

く
て
も
作
れ
、
利
益
率
も
高
い
。

そ
う
し
た

「現
地
化
」
メ
ニ
ュ

ー
の
開
発
が
、
日
本
人
以
外
の
日

本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
者
や
料
理

人
も
増
や
し
な
が
ら

「Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

エ
ブ
ー
ム
」
と
な
っ
て
、
欧
米
を

駆
け
抜
け
た
。

英
国
で
は
、
日
本
風
剣
作
料
理

の
高
級

店
に
歌
手
の

マ
ド
ン
ナ

や
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
ベ
ッ
カ
ム

夫
要
が
足
を
運
び
、
テ
レ
ビ
で
は

日
本
食
材
は
肥
澗
を
防
ぐ
と
紹
介

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

た
だ
、
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の

な
か
に
は
日
本
料
理
と
い
え
な
い

よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
。
日
本

女
手
大
教
授
の
丸
山
千
寿
子
さ
ん

（５４
）
は

「６５
年
ご
ろ
ま
で
、
日
本

人
が
客

産
で
食
べ
て
き
た
主
食
、

主
菜
、
副
菜
、
汁
も
の
の
組
み
台

わ
せ
な
ら
栄
養

バ
ラ
ン
ス
が
ま

く
、
生
活
習
旧
月
を
防
ぐ
Ａ
“
と

い
え
る
の
だ
が
　
　
」
と
、
イ
メ

ー
ジ
基
行
型
の
日
本
食
ブ
ー
ム
に

階
置
を
嗚
ら
す
。

（ｐ

●
コ一̈］中　　　‐

日本農材の
輸出データ

(い 0れ も「ll/1労 省貿易続計Jから)

後
〕コ牡
や
ま
と
な
で
し
こ
」七
変
化

題
の
ラ
ー
メ
ン

朴
'∵

1菊乃井  1/j郡 )主人村田音弘さん「食育に3じわって1.ろ
が、日内の 」lFJを王さないと、世界に出せる料JF人はFrたない

ー

0日 本食ブームにひと言


